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人口が減ってもにぎやかな町・美波町をつくるために、
日々頑張る人や団体、取り組みなどの情報をお待ちしています！
▶役場政策推進課（77-3616）もしくは ▶︎QR コードの応募フォームからご連絡ください。
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にぎやかな過疎の町 “ にぎやかそ ” をキャッチフレーズと
する美波町が、新たに『にぎやかそ町民憲章』の制定に取
り組んでいます。『にぎやかそ町民憲章』とは、町の理念
やまちづくりの方向性を明らかにし、町民一人ひとりがま
ちづくりに関わっていくための行動規範や共通の目標とな
るものです。役場職員が各町内の方へ直接ヒアリングを行
い、広報みなみや美波町 HP で案を募集したりと、様々な
方法で住民の町に対する想いを募りました。町内会および

一般の方から 166 名、小中学生からは 280 名の方々にご提案いただきました。集められた想いは、
役場の若手職員によるワークショップで整理したのち、素案としてまとめ、にぎやかそ町民憲章制定
委員会で協議を行っています。今後は、さらに多くの住民の方々のご
意見や案を取り入れるため、令和 4 年 1 月 4 日（火）～ 1 月 21（金） 
に美波町 HP で素案をお示しし、パブリックコメントを募集する予定です。
皆さまの思いでさらに素敵な “ にぎやかそ ” な町を目指しましょう！

▶▶ UR都市機構のサテライトオフィスが
　美波町に進出！

“ にぎやかそ “ が町内で“ にぎやかそ “ が町内で
どんどん広がっています！どんどん広がっています！
今回は、町内外の方々による新たな “ にぎやかそ “ の事例を
ご紹介します。さらに町民一人ひとりが主役となるための『に
ぎやかそ町民憲章』の制定状況や募集についてお伝えします。

▶にぎやかそ町民憲章の制定に向け
　たくさんの方々にご提案いただきました！

▶観光ボランティアガイド会日和佐が
　オンラインツアーをスタート！
美波町日和佐の魅力や歴史を案内する観光ボラン
ティアガイド会日和佐は、年間 1,000 名以上をご
案内する人気のガイドです。しかし、コロナ下で
の外出自粛によりガイドを行う機会が減りました。
そんな状況でも、何か今できることはないかと考
え、オンライン会議システム zoom を使ったオン
ラインガイドを企画。それを聞いたメンバーも 「面
白い！やってみよう！」と新たな挑戦が始まりまし
た。360 度カメラを使った動画撮影や映像編集に
戸惑いながらも、美波町役場や動画撮影・編集
に詳しい地域の方の支援を受け、案内動画による

「オンライン日和佐まちなみコース」を完成させ
ました。オンラインガイドは 10 月からスタートし、
海外の方も参加されたそうです。毎週土曜日に開 オンラインガイドツアー申込募集中 !!  

まちづくりは、人のつながりづくりが重要という
お考えから、美波町にサテライトオフィスを開設。
地域の方々と深くつながり、美波町の住民の方々
と連携して地域活性化の取り組みにチャレンジし
たいと考えられています。活気あふれるにぎやか
なまちであり続けることを目指して「“ にぎやかそ ” 
にぎやかな過疎の町 美波町」のキャッチフレーズ
を掲げ、企業のサテライトオフィス誘致に積極的
に取り組んでいる美波町だからこそ、高台移転に
関する技術支援に留まらず、新たな取り組みの挑
戦の場として可能性を感じて進出されたそうです。
皆さまご期待ください。

全国でまちづくりや賃貸住宅の提供を行う、独立
行政法人都市再生機構（UR 都市機構）が、美
波町の古民家をリノベーションしたサテライトオ
フィス「うみがめラボ」（西町）にて開所式を行
いました。開所式では除幕式や地域住民の方々向
けの内覧会やお餅やお菓子のお渡しイベントが行
われました。美波町とUR 都市機構 ( 西日本支社 )
は以前より、美波町における津波防災まちづくり
と地方都市再生を推進するために協力協定を締結
しており、公共公益施設の高台移転を始めとする
事前防災等に連携しながら取り組んでいます。

お問い合わせはこちらまで / 0884-77-0768

この看板が目印です !!

催していますので、まだ美波町に訪れたことがな
い方に是非ともご紹介ください。詳細は「観光ボ
ランティアガイド会日和佐」のホームページに記
載されています。


